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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年1月27日(2009.1.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の端末装置にネットワークを介して接続され、前記端末装置を利用するユーザ間で
前記ネットワークを介して送受信される電子文書の送信先を当該電子文書のワークフロー
に従って決定する電子文書管理システムであって、
　前記ユーザの一人に割り当てられる複数の役割と、当該複数の役割ごとに委任する委任
先ユーザとを対応付けた委任先情報を保存する保存手段と、
　前記ユーザの１人が開始した電子文書のワークフローにおける当該電子文書の送信先を
当該電子文書の種類と前記保存手段に保存されたユーザ毎の前記役割を用いて決定する決
定手段と、
　前記決定手段で決定されたユーザが委任を行う場合に、前記保存手段に保存された当該
ユーザの前記電子文書における役割に対する委任先ユーザに、当該電子文書における処理
を委任することを決定する委任先決定手段とを備えることを特徴とする電子文書管理シス
テム。
【請求項２】
　前記ワークフローの開始に応じて役割とステップＩＤと委任元ＩＤを記憶する処理中ワ
ークフロー記憶手段を更に備え、
　前記委任先決定手段の委任先の決定に応じて、前記ワークフローの委任対象ステップの
前記ステップＩＤを委任元ＩＤとして記憶し、前記ステップＩＤを前記役割に応じた委任
先ユーザのＩＤに更新する委任処理手段を更に備えることを特徴とする請求項１記載の電
子文書管理システム。
【請求項３】
　前記委任先決定手段は、当該電子文書の送信先を現在日付が前記保存手段に記憶されて
いる有効期限内である場合に前記役割に応じた委任先を前記電子文書の送信先として決定
することを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の電子文書管理システム。
【請求項４】
　前記保存手段は更に前記ユーザ毎の最大処理件数情報及び処理待ち件数とを保存し、
　前記委任先決定手段は、前記ユーザの１人が開始した電子文書のワークフローにおける
当該電子文書の送信先を前記保存手段に保存されたユーザ毎の前記役割に応じた委任先ユ
ーザの処理待ち件数を参照し、該役割に応じた委任先ユーザの処理待ち件数が最大処理件
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数情報未満の場合に該役割に応じた委任先ユーザを前記電子文書を送信すべき委任先のユ
ーザとして決定することを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の電子
文書管理システム。
【請求項５】
　前記保存手段は更に前記ユーザ毎の委任優先順位情報を保存し、
　前記委任先決定手段は、前記ユーザの１人が開始した電子文書のワークフローにおける
当該電子文書の送信先を前記保存手段に保存されたユーザ毎の前記役割に応じた委任先ユ
ーザの処理待ち件数を参照し、優先順位上位の委任先ユーザの処理待ち件数が最大処理件
数情報未満でない場合は優先順位下位の委任先ユーザの処理待ち件数を参照して委任先の
ユーザを決定することを特徴とする請求項４記載の電子文書管理システム。
【請求項６】
　複数の端末装置とネットワークを介して接続され、前記端末装置を利用するユーザ間で
前記ネットワークを介して送受信される電子文書の送信先を当該電子文書のワークフロー
に従って決定する電子文書管理システムのサーバであって、
　前記ユーザの一人に割り当てられる複数の役割と、当該複数の役割ごとに委任する委任
先ユーザとを対応付けた委任先情報を保存する保存手段と、
　前記ユーザの１人が開始した電子文書のワークフローにおける当該電子文書の送信先を
当該電子文書の種類と前記保存手段に保存されたユーザ毎の前記役割を用いて決定する決
定手段と、
　前記決定手段で決定されたユーザが委任を行う場合に、前記保存手段に保存された当該
ユーザの前記電子文書における役割に対する委任先ユーザに、当該電子文書における処理
を委任することを決定する委任先決定手段とを備えることを特徴とするサーバ。
【請求項７】
　複数の端末装置とネットワークを介して接続され、前記端末装置を利用するユーザ間で
前記ネットワークを介して送受信される電子文書の送信先を当該電子文書のワークフロー
に従って決定する電子文書管理システムのサーバの制御プログラムであって、
　前記サーバを、
　前記ユーザの一人に割り当てられる複数の役割と、当該複数の役割ごとに委任する委任
先ユーザとを対応付けた委任先情報を保存する保存手段と、
　前記ユーザの１人が開始した電子文書のワークフローにおける当該電子文書の送信先を
当該電子文書の種類と前記保存手段に保存されたユーザ毎の前記役割を用いて決定する決
定手段と、
　前記決定手段で決定されたユーザが委任を行う場合に、前記保存手段に保存された当該
ユーザの前記電子文書における役割に対する委任先ユーザに、当該電子文書における処理
を委任することを決定する委任先決定手段として機能させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するために、請求項１記載の電子文書管理システムは、複数の端末装置
にネットワークを介して接続され、前記端末装置を利用するユーザ間で前記ネットワーク
を介して送受信される電子文書の送信先を当該電子文書のワークフローに従って決定する
電子文書管理システムであって、前記ユーザの一人に割り当てられる複数の役割と、当該
複数の役割ごとに委任する委任先ユーザとを対応付けた委任先情報を保存する保存手段と
、前記ユーザの１人が開始した電子文書のワークフローにおける当該電子文書の送信先を
当該電子文書の種類と前記保存手段に保存されたユーザ毎の前記役割を用いて決定する決
定手段と、前記決定手段で決定されたユーザが委任を行う場合に、前記保存手段に保存さ
れた当該ユーザの前記電子文書における役割に対する委任先ユーザに、当該電子文書にお
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ける処理を委任することを決定する委任先決定手段とを備えることを特徴とする。
　また、上記目的を達成するために、請求項６記載のサーバは、複数の端末装置とネット
ワークを介して接続され、前記端末装置を利用するユーザ間で前記ネットワークを介して
送受信される電子文書の送信先を当該電子文書のワークフローに従って決定する電子文書
管理システムのサーバであって、前記ユーザの一人に割り当てられる複数の役割と、当該
複数の役割ごとに委任する委任先ユーザとを対応付けた委任先情報を保存する保存手段と
、前記ユーザの１人が開始した電子文書のワークフローにおける当該電子文書の送信先を
当該電子文書の種類と前記保存手段に保存されたユーザ毎の前記役割を用いて決定する決
定手段と、前記決定手段で決定されたユーザが委任を行う場合に、前記保存手段に保存さ
れた当該ユーザの前記電子文書における役割に対する委任先ユーザに、当該電子文書にお
ける処理を委任することを決定する委任先決定手段とを備えることを特徴とする。
　また、上記目的を達成するために、請求項７記載のプログラムは、複数の端末装置とネ
ットワークを介して接続され、前記端末装置を利用するユーザ間で前記ネットワークを介
して送受信される電子文書の送信先を当該電子文書のワークフローに従って決定する電子
文書管理システムのサーバの制御プログラムであって、前記サーバを、前記ユーザの一人
に割り当てられる複数の役割と、当該複数の役割ごとに委任する委任先ユーザとを対応付
けた委任先情報を保存する保存手段と、前記ユーザの１人が開始した電子文書のワークフ
ローにおける当該電子文書の送信先を当該電子文書の種類と前記保存手段に保存されたユ
ーザ毎の前記役割を用いて決定する決定手段と、前記決定手段で決定されたユーザが委任
を行う場合に、前記保存手段に保存された当該ユーザの前記電子文書における役割に対す
る委任先ユーザに、当該電子文書における処理を委任することを決定する委任先決定手段
として機能させることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明によれば、ユーザの一人に割り当てられる複数の役割と、当該複数の役割ごとに
委任する委任先ユーザとを対応付けた委任先情報を保存し、ユーザの１人が開始した電子
文書のワークフローにおける当該電子文書の送信先を当該電子文書の種類と保存されたユ
ーザ毎の役割を用いて決定するので、ユーザが割り当てられている役割に応じて、作業の
割当先を動的に変更することが可能となり、ワークフローの作成工数や維持工数を削減す
ることができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　ステップＳ４０３では、図６に示すようなユーザＡが予め設定し管理サーバ２のハード
ディスクに記憶されている委任情報管理テーブルの委任情報を参照する。例えば、図６に
示すようにユーザＡのユーザＩＤが１０００で課長の役割が与えられていた場合、ユーザ
ＩＤが１００１のユーザにステップの処理を委任することになる。具体的に、実際のステ
ップＳ４０５の委任処理においては処理中ワークフローテーブルのユーザＡの役割に対し
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て割り当てられたステップのユーザＩＤを１００１に変更し、委任元ユーザとして１００
０を記憶し、ステータスフラグを「処理中」（１）に変更する。そして、委任されたユー
ザＩＤ１００１のユーザが、本ステップの処理を代理として実行することでワークフロー
処理を代理人として実行することができる。
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